
より快適な経腸栄養管理を目指して
Farrell*Valveバッグ 製品カタログ

FA R R E L L* VA LV E  C LO S E D  E N T E R A L
D E CO M P R E S S I O N  S YS T E M 



過度な胃内圧上昇がもたらす課題

誤嚥のリスク カロリー目標の未達成 腹部膨満感や痛み 減圧時の吹きこぼれによる
周囲汚染

C O N T I N U O U S L Y  R E L I E V E  
G A S T R I C  P R E S S U R E

胃内圧を緩和し
患者さんの苦痛を和らげる
効率的な方法をご存知ですか？

経腸栄養投与中の患者さんには、必要に
応じて胃内の減圧が必要です。
減圧を行うには、栄養投与を一旦中断し
シリンジなどのデバイスを用いる必要が
あるため、患者さんや介護者の方々への
負担が発生します。
また、十分な減圧ができず過度に胃内圧
が上昇すると以下の様な臨床的リスクが
発生します。



Farrell*Valveバッグは胃内圧を
継続的に緩和することで快適な経腸
栄養管理をサポートする閉鎖式減圧
システムです。

Farrell*Valveバッグを栄養ラインと接続
して使用する事により、栄養投与中でも
胃内のガスを排出し続けることが可能に
なります。

F A R R E L L*

V A LV E  S Y S T E M

製品特長 患者さん・介護者へのメリット

栄養投与と同時に
減圧が可能

閉鎖式システム

リザーバーシステム

胃内圧の緩和

減圧時の吹きこぼれ
リスクの低減

患者さん自身のペースで
摂取が可能

腹部膨満感の軽減*2,3

誤嚥リスクの低減*1,4

胃内容物の曝露や
周囲汚染を予防

カロリー目標の達成を
サポート*1,5
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